
情報数学 III — 演習問題「アフィン変換の合成と逆変換」 （2012 年度前期 担当：佐藤）

問題 2.7. 正方行列 A1, A2 とベクトル ~d1, ~d2 に対し，アフィン変換 f, g を

f(~p) = A1~p + ~d1, g(~p) = A2~p + ~d2

と定義する．このとき，合成変換 f ◦ g および g ◦ f を A1, A2, ~d1, ~d2 を用いて表しなさ
い*1．

問題 2.8. 正方行列 Aとベクトル ~dを用いて

f(~p) = A~p + ~d

と定義されるアフィン変換 f が全単射のとき，f の逆変換 f−1 を A, ~dを用いて表しなさ
い*2．

問題 2.9. 行列

Rθ =
(

cos θ − sin θ
sin θ cos θ

)
, ρθ =

(
cos θ sin θ
sin θ − cos θ

)
, B =

(
1 0
0 −1

)
を表現行列とする線形変換をそれぞれ fθ, gθ, hとする．つまり，

fθ(~p) = Rθ~p, gθ(~p) = ρθ~p, h(~p) = B~p.

このとき，次の問に答えなさい．

(1) fθ ◦ fϕ = fθ+ϕ を示しなさい．
(2) gθ ◦ gϕ = fθ−ϕ を示しなさい*3．
(3) f−1

θ = f−θ を示しなさい．
(4) g−1

θ = gθ を示しなさい．
(5) hはある直線に関する鏡映である．どういう直線か説明しなさい*4．
(6) fθ = gθ ◦ hを示しなさい．

*1 5 月 21 日のノートを参考にせよ
*2 5 月 21 日のノートを参考にせよ
*3 第 2 回小テストの問題 4 を変換の言葉で言い替えただけ．
*4 5 月 21 日の授業で説明しました．
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